
















第 1に、 RGBマルチカラー自己整合有機 EL素子を低分子有機材料系りん光材料を用いて













は同一電圧が RGBのドットに印加される。そこで、電圧 6.3v一定で求めた RGB各色の輝
度は、各々、 100、1000、600cd／ぼであった。図3に、フレキシブル基板上に作製した発光
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Grain size : 0.15ぃm
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圧が供給できた。図3に、 50mm 液晶ノえ不ルの表示例を示すO セルのしきい電圧は 2v、コ
ントラスト比は40:1である。以上、非接触給電方式により、良好な液晶表示が実現できた。
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。） プロジェクト成果
特許申請5件、論文9編、著書執筆7編、国際会議発表6件、依頼講演6件、展示会出展
8件、大会発表13件で広く公開し、権利化と広報活動に努めてきた。
(4) プロジェクト成果の応用・効果・構想
超軽量・フレキシブル化を目指した有機電子デ、バイスの応用展開のなか、有機 EL素子、有
機トランジス夕、液晶など、次世代ユビキタスエレクトロニクスへ向けた検討実施を行った。
本プロジェクト関連の申請特許を基に特許の権利行使の有効活用が可能であり、平成20年
度は製品化へ向け新エネルギー・産業技術総合開発や科学技術振興機構の新規プロジェクト
申請を実施中し、より高度な商品群実現へ向けた展開を実施する。
(5) 利用施設
－超微細素子作製観察装置室
．配線ノ《ターン形成装置
－超微細素子作製観察システム
．デバイス評価装置 －極低温測定装置
